
｝

2’　26　3　ts　2’x

、
研
究
第
六
十
四
號

漢
書
藝
交
志
の
歴
史
四

一

譜第

七六

冊巻瀞

i塚

隣
i
墨

丹
　
弱

正
　
義

　
　
　
漢
書
の
藝
文
志
は
支
那
最
初
の
書
籍
分
類
の
緯
書
で
あ
っ
て
、
そ
の
由
來
に
つ
き
て
は
之
を
懇

　
　
菅
の
総
序
に
詳
記
し
て
居
る
。
卸
漢
の
哀
帝
の
詔
に
よ
り
、
劉
歓
が
父
劉
向
の
業
を
承
け
秘
府
の

、
㌧
．
を
校
勘
」
七
金
掘
重
重
麟
難
織
を
撮
る
義
塾
萎
を
捌
し
以
て
篇
籍
を
備
へ
砦

　
2
の
で
あ
る
。

　
2
．
■

　
　
　
然
し
て
劉
氏
の
七
略
は
已
に
久
し
く
魚
層
を
失
ひ
、
唐
戸
の
藝
文
志
に
は
爾
存
す
る
も
．
宋
史
の

　
L
・

．
家
塾
丈
志
に
は
、
已
に
之
を
逸
」
以
後
復
見
え
な
い
。
從
て
劉
班
の
異
同
を
具
膿
的
に
知
、
こ
，
は

　
　
・
來
な
い
が
、
漢
書
藝
文
志
に
よ
っ
て
班
圃
の
欄
補
は
極
め
て
些
末
な
黙
に
止
ま
り
、
戯
ハ
思
想
の
圭

95　
　
　
　
　
　
漢
磐
藝
丈
志
の
歴
更
槻
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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盟
學
研
窒
第
六
志
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
描
き

潮
は
全
く
謡
曲
の
そ
れ
の
ま
、
～
で
細
註
に
よ
つ
・
て
害
は
れ
て
る
な
い
こ
ご
を
明
か
に
し
得
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
…
）

況
ん
や
特
に
班
固
の
自
注
に
其
の
測
補
し
た
分
を
断
っ
て
あ
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
故
に
こ

こ
に
漢
書
藝
文
志
の
歴
、
史
面
こ
い
ふ
の
は
漢
志
に
あ
ら
は
’
れ
な
劉
民
の
歴
史
槻
の
意
で
あ
る
。

　
唐
の
劉
知
幾
は
右
の
制
す
る
所
我
何
の
カ
か
あ
ら
ん
。
　
虚
心
が
漢
書
に
書
籍
の
細
別
を
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

て
編
し
て
藝
文
志
を
つ
く
れ
る
は
妄
載
の
こ
と
な
り
ご
論
じ
て
居
る
。
劉
知
幾
の
如
き
英
才
に

こ
の
言
あ
る
は
解
し
難
き
所
で
あ
っ
て
、
藝
丈
志
の
編
成
は
一
代
の
［
交
化
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

は
之
に
よ
っ
て
［
文
化
」
の
意
義
を
窺
ふ
こ
と
も
出
方
や
う
ビ
思
ふ
。

　
Ω
睡
一
〕
　
顧
炎
武
日
知
銘
倣
誉
井
ユ
ハ
Q

　
〔
註
二
〕
史
蓮
巻
三
〇

N
幽

漢
詩
は
二
食
の
輯
降
を
捌
し
π
も
の
で
唐
の
顔
師
古
は
諸
書
の
総
要
を
解
毒
い
鍵
劉
誠

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
愚
心
氏
討
論
群
書
之
旨
也
。
此
最
爲
明
道
之
要
。
惜
乎
其
文
不
傳
。
今
可
見
者
。
唯
総
計
織
目
之
後
。
條

辣
流
別
之
数
語
耳
。
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（
詑
二
）

ご
嘆
じ
て
居
る
。

　
今
時
志
に
見
ゆ
る
押
出
の
考
を
結
論
す
る
Q
　
即
上
古
ば
結
縄
以
て
治
め
．
後
世
聖
人
之
に
易
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

る
に
書
契
を
以
て
し
、
百
官
以
て
治
ま
り
萬
民
以
て
察
し
た
。
故
に
愚
書
を
守
り
、
法
書
に
あ
り
．
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

教
分
れ
す
、
官
師
合
】
、
官
を
離
れ
て
生
な
く
、
書
あ
れ
ば
必
ず
法
に
則
る
。
　
著
逃
あ
る
事
な
し
Q
　
然

る
に
周
室
衰
微
す
る
に
及
ん
で
は
、
官
守
を
失
ふ
に
至
り
、
官
を
離
れ
て
書
あ
b
、
書
の
法
に
則
ら
ざ

る
を
生
す
。
彼
等
は
骨
導
の
官
の
書
を
傳
ふ
る
よ
り
、
寧
ろ
之
に
糠
て
一
家
言
を
な
し
生
計
を
立

て
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
の
時
に
出
で
先
王
の
蕾
血
ハ
の
亡
ぶ
る
を
患
へ
て
六
型
を
四

丁
し
た
Q
至
険
は
先
王
の
国
典
に
し
て
孔
子
は
そ
の
述
者
で
あ
る
。
こ
の
故
に
六
藝
を
序
．
し
て

九
種
こ
な
す
は
三
者
を
以
て
傳
と
な
し
て
経
に
附
し
、
所
謂
附
経
の
傳
ご
離
経
の
傳
ご
を
相
次
せ

ざ
る
が
爲
で
あ
る
。
正
し
き
學
は
先
王
の
、
世
に
あ
り
し
官
守
の
そ
れ
で
あ
る
。
其
奮
典
は
孔
子

に
よ
り
捌
定
さ
れ
て
六
藝
の
書
ご
な
っ
た
。
故
に
六
藝
以
外
の
も
の
は
流
れ
て
某
氏
の
學
こ
な

り
、
失
し
て
、
栗
氏
の
弊
こ
な
り
し
も
の
に
し
て
、
必
ず
其
源
を
六
藝
に
逸
る
、
即
六
藝
の
支
ご
流
喬
で

　
（
註
六
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
七
）

あ
る
。
こ
の
津
々
に
於
て
短
を
含
て
長
を
取
り
始
め
て
償
値
を
得
る
為
の
で
あ
る
。
學
の
正
し

き
根
擦
は
官
守
こ
の
關
係
如
何
に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
書
は
こ
の
窯
に
つ
き
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
か
く
て
六
概
略
を
立
て
、
他
ご
混
ず
る
な
か
ら
し
め
・
た
。
但
し
六
藝
以
外
の
書
を
分

　
　
　
　
懊
嚢
菱
惰
ぢ
壁
綱
　
　
　
、
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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，
紫
…
璽
丁
研
究
、
麓
叩
六
重
・
四
［
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
門

ち
て
諸
子
、
詩
賦
、
兵
書
、
術
数
、
方
技
の
五
・
略
こ
せ
る
に
至
っ
て
は
之
ご
必
然
的
關
係
が
あ
る
の
で
は

な
い
。

　
正
し
き
學
は
官
守
の
學
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
學
は
流
ご
．
支
で
あ
る
。
而
し
て
其
正
し
き
學
た

る
債
値
を
流
支
た
る
瓢
に
於
て
の
み
得
る
。
從
て
其
等
の
學
は
そ
の
某
官
に
出
つ
る
を
示
せ
ば

足
る
。
然
し
て
そ
の
黙
ご
五
郎
の
分
類
ご
は
何
等
必
然
的
關
係
を
有
し
な
い
。
叉
詩
賦
略
ば
六

藝
の
壽
の
流
支
で
あ
る
竃
考
へ
得
る
臥
戴
樹
に
至
つ
で
は
六
国
鷺
の
分
掌
よ
る
を
得

な
い
。
帥
詩
ご
詩
賦
略
こ
の
關
係
を
揮
い
τ
は
、
一
が
薯
典
で
あ
り
、
他
が
流
支
で
あ
る
こ
い
ふ
の

み
で
あ
っ
て
、
一
が
如
何
な
る
官
の
善
典
で
あ
り
、
他
が
出
つ
る
こ
い
ふ
某
官
ご
如
何
な
る
關
係
に

み
る
か
を
考
へ
し
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
六
藝
の
分
目
ご
四
賂
ご
の
間
に
聖
旨
は
な
い
。
否
關
帯

せ
し
む
る
を
得
ざ
る
の
で
あ
る
。
諸
子
、
兵
書
、
術
数
、
方
技
の
分
類
目
は
知
識
の
劃
象
に
よ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
諸
子
は
虚
理
、
立
言
以
て
滋
を
明
か
に
し
、
他
は
實
事
、
法
に
よ
っ
て
術
を
傳
ふ
。
而
し

て
兵
書
は
兵
、
術
数
は
自
然
、
方
技
は
入
禮
を
封
象
ビ
し
て
み
る
。

　
是
に
因
て
之
を
槻
る
F
に
、
馬
子
の
分
類
の
基
礎
は
、
一
は
彼
の
有
す
る
理
想
で
あ
り
、
一
は
彼
の
有

す
る
事
實
で
あ
る
。
彼
の
有
す
る
理
想
は
彼
が
孔
子
の
時
の
事
實
ご
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
彼

の
有
す
る
事
解
は
孔
子
以
後
の
登
生
で
あ
る
。
從
て
彼
の
有
す
る
「
正
し
ぎ
學
は
官
守
の
學
也
」
ご
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〆

の
理
想
を
以
て
は
孔
子
の
時
を
軸
重
こ
し
正
ご
支
ご
を
分
類
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
然
も
そ
の

流
動
．
で
あ
る
ご
す
る
黙
に
於
て
す
ら
事
實
は
「
書
互
著
の
例
を
許
さ
“
る
を
得
な
く
な
っ
て
居

る
Q
諸
子
、
詩
賦
、
兵
書
、
術
数
、
方
技
の
分
類
目
は
帥
ち
彼
の
有
す
る
事
實
に
帥
し
て
立
て
ら
る
、
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

至
っ
た
も
の
で
あ
る
．
。
（
之
ほ
た
y
分
類
目
に
つ
き
て
の
み
に
あ
ら
す
し
て
各
略
内
の
分
鐵
名
に
於
て
も
然
り
で
あ
る
。
儒
家
ミ
い
ひ
、
蓮
家
ミ
い
ふ
も
事
實
に
即
ゼ
る
も
の
で
あ
る
）
筆
画
で
こ
の
二
つ
の

基
礎
を
ご
ら
し
め
し
も
の
は
過
去
に
逝
く
劉
氏
の
理
想
ご
現
前
の
事
實
ご
の
距
離
で
あ
る
。
劉

氏
に
あ
っ
て
は
孔
子
の
時
か
ら
彼
の
時
に
至
る
迄
の
歴
史
の
過
程
の
カ
で
あ
る
。
之
を
解
一
も

の
は
姓
氏
の
歴
史
的
自
塁
の
意
昧
で
あ
る
。
彼
の
叙
述
は
そ
の
書
の
押
割
に
於
て
明
か
に
彼
の

歴
史
的
自
費
俗
客
を
あ
ら
は
し
て
屑
る
。
彼
に
よ
れ
ば
孔
子
は
支
那
史
上
に
於
け
る
歴
史
的
自

畳
の
有
無
の
分
量
に
立
つ
人
で
み
つ
で
、
彼
は
孔
子
以
前
じ
合
目
的
的
薗
昼
あ
る
を
示
し
て
居
な

い
び
．
墨
画
職
務
の
者
が
實
際
上
の
必
要
よ
り
保
存
せ
る
記
録
、
傳
論
は
孔
子
に
至
り
て
始
め
て
記

録
、
の
上
に
編
纂
さ
る
、
に
至
っ
た
。
周
室
の
衰
微
は
歴
史
的
半
畳
の
早
生
を
家
た
し
元
。
官
書

を
守
り
、
共
官
は
世
襲
な
り
し
が
爲
に
記
録
は
各
世
襲
の
官
職
に
間
す
る
事
を
傳
ふ
る
に
過
ぎ
な

い
。
彼
が
先
王
の
奮
典
ご
賛
す
る
も
の
は
か
、
る
歴
史
的
自
畳
な
き
記
録
で
あ
り
、
六
七
は
孔
子

の
か
、
る
記
録
を
翔
定
せ
る
も
の
で
あ
る
。
湖
定
ご
は
孔
子
の
自
尊
を
以
て
顧
み
て
…
過
去
に
湖

及
し
た
も
の
で
あ
る
。
聯
正
し
き
學
は
野
守
の
學
な
）
こ
す
る
は
正
に
彼
の
考
へ
を
．
以
て
孔
子
の

　
　
　
　
漢
薯
婆
交
志
の
歴
吏
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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暫
撃
研
「
究
　
　
第
山
ハ
十
四
鞭
獅
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

時
の
事
實
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
之
を
理
想
ご
す
る
も
の
で
あ
ろ
。
然
し
て
滋
彼
の
考
ふ
る

孔
子
の
時
の
事
實
は
劉
氏
の
時
の
事
實
ε
一
致
し
得
な
い
。
　
二
者
の
距
離
は
彼
の
有
す
る
理
想

ご
彼
の
有
す
る
事
實
、
こ
の
差
で
あ
る
。
彼
の
有
す
る
事
實
は
歴
史
的
自
難
下
情
の
過
程
で
あ
る

が
彼
の
有
す
る
理
想
内
容
は
こ
れ
を
包
含
し
て
み
な
い
。
歴
史
的
自
誓
は
個
性
の
認
識
で
あ
る
。

個
性
な
る
も
の
は
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。
創
造
的
自
己
表
現
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
生
命
の
個

性
を
理
解
し
な
い
。
彼
の
理
想
は
孔
子
の
時
か
ら
彼
の
時
に
至
る
そ
の
聞
の
事
實
を
二
階
す
る

も
の
で
あ
る
。
か
の
歴
史
的
野
田
の
先
畳
者
孔
子
は
そ
の
自
畳
を
自
評
實
現
の
事
實
か
ら
得
す

し
て
亡
び
ん
こ
す
る
を
傳
ふ
る
除
儀
な
き
嵩
置
に
得
た
人
・
で
あ
る
。
　
彼
の
有
す
る
歴
吏
的
自
畳

の
内
容
は
彼
が
自
畳
を
渕
及
し
得
た
る
過
去
の
過
程
で
あ
る
。
孔
子
は
政
治
家
こ
し
て
叉
復
古

的
な
人
で
あ
り
大
勢
に
逆
行
す
る
人
で
あ
っ
た
。
劉
氏
の
理
想
は
こ
、
か
ら
出
て
み
る
。
彼
は

二
業
の
時
の
儒
學
者
で
あ
る
。
六
法
は
漏
り
儒
家
の
み
の
経
典
に
あ
ら
す
、
百
家
を
超
越
す
ご
し

之
に
よ
っ
て
理
想
を
立
て
た
。
煮
て
彼
の
理
想
は
彼
の
事
實
を
包
含
し
得
な
い
。
な
し
得
る
所

は
こ
れ
を
理
想
外
に
お
く
こ
ご
で
あ
っ
て
六
下
は
正
し
き
學
、
他
を
否
ら
ざ
る
も
の
ご
し
得
る
の

み
で
あ
る
。
帥
諸
子
、
詩
賦
、
兵
書
、
術
数
、
方
技
の
分
類
目
に
至
り
て
は
理
想
を
去
っ
て
登
生
の
事
實

に
從
へ
る
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
て
之
を
各
略
内
の
分
類
名
に
つ
き
て
見
る
時
は
、
支
ε



二
三
ビ
せ
る
は
彼
の
理
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
儒
家
、
道
家
等
こ
い
ふ
は
事
實
に
暴
く
も
の
で
あ

る
。　

〔
註
一
〕
漢
志
親
序
の
註
。

　
（
註
二
〕
鍛
學
誠
校
懸
麺
義
巻
一
原
道
第
一
〇

み
謎
三
〕
漢
志
六
藝
略
小
學
の
郡
序
ゆ

　
〔
謎
四
）
　
岡
上
春
秋
の
部
序
峯
照
。

　
〔
詑
五
〕
同
上
各
部
序
。

　
〔
黙
｝
山
ハ
）
　
澱
い
出
聯
各
略
　
の
　
序
O

　
〔
謎
七
〕
漢
志
諸
子
略
序
。

　
〔
註
入
〕
　
溝
志
詩
賦
略
序
。

　
〔
謎
九
〕
　
章
學
識
校
讐
癒
義
巻
　
一
互
著
第
三
。

職旧
剛

70玉

　
彼
の
分
類
の
基
礎
既
に
か
く
の
如
し
ご
す
れ
ば
彼
に
個
性
の
認
識
一
歴
史
な
る
概
念
の
あ
る

は
び
は
な
い
。
然
し
”
な
が
ら
歴
史
的
密
畳
は
周
末
に
登
生
し
孔
子
等
も
之
を
有
し
、
從
て
歴
史
的

霞
蝿
賓
覗
の
過
澱
が
あ
る
以
上
．
少
量
も
そ
の
記
録
竜
あ
る
こ
ご
ぼ
考
へ
ら
れ
る
。
然
あ
ば
か

　
　
　
：
、
、
漢
磐
職
菱
憲
ゆ
麗
吏
擬
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
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鞍
學
概
究
第
轟
ハ
牽
閥
號
・
入

か
る
も
の
に
封
し
て
彼
は
如
何
な
る
考
を
有
し
て
居
だ
か
び
換
言
す
れ
ば
彼
の
歴
史
親
は
如
何
。

　
藝
交
志
に
於
て
個
性
の
詑
録
こ
い
ひ
得
る
も
の
を
求
む
る
に
六
胆
略
の
悲
秋
の
部
に
附
せ
ら

れ
て
居
る
。
太
史
公
百
三
十
篇
は
そ
の
最
も
よ
き
一
例
で
あ
る
。
然
し
て
六
藝
略
の
書
風
ご
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

子
夢
中
に
見
ゆ
る
も
の
を
塞
ぐ
る
は
漢
志
に
於
け
る
意
味
か
ら
は
不
稔
當
で
あ
る
。
然
ら
ば
之

に
如
何
な
る
考
を
有
し
て
居
た
か
Q

　
劉
氏
は

　
春
秋
以
断
事
。
信
之
特
也
。

　
　
（
謎
二
）

ε
い
ひ
又

　
古
之
王
者
。
世
事
史
官
。
霜
畢
軍
書
。
所
以
浮
言
行
昭
法
式
也
、
左
眼
記
言
。
県
史
記
事
。
墨
斑
春
秋
。
言
爲

　
術
書
。
帝
王
靡
不
同
之
。
周
室
既
微
。
軍
籍
残
敏
。
思
存
前
聖
無
業
。
（
中
略
）
以
魯
周
公
之
國
。
禮
交
彫
物
。
史

　
官
有
法
。
故
輿
左
丘
明
観
其
史
記
．
襟
行
事
勿
人
撹
、
因
興
以
立
功
。
就
敗
醸
成
罰
。
假
日
月
零
屋
歴
数
。

　
籍
朝
聴
以
正
禮
樂
。
有
所
褒
隷
賠
損
。
不
可
書
見
。
口
授
弟
子
。

　
　
　
　
　
（
註
三
）

ご
記
し
て
居
る
。
彼
の
考
の
、
る
春
萩
は
客
蛮
的
事
實
の
知
謙
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
入
生
の
目
・

的
を
助
く
る
慮
に
債
値
あ
り
ご
さ
る
、
の
で
あ
る
。
そ
の
爵
号
ご
異
る
は
そ
の
知
識
の
歴
史
的

自
畳
ビ
の
關
係
に
あ
る
。
毛
書
の
知
識
は
知
識
の
た
め
の
知
識
で
あ
っ
て
列
墨
酌
で
あ
る
。
書
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（
註
断
）

以
て
聴
を
廣
む
、
知
の
術
也
ご
い
っ
て
居
る
。
藩
秋
は
歴
史
的
自
雄
に
塞
く
知
識
で
あ
る
。
然
し

て
孔
子
は
之
を
歴
史
的
薗
豊
よ
り
共
に
捌
号
す
る
に
至
っ
て
居
る
が
、
そ
の
知
識
に
封
ず
る
考
は

一
種
の
倫
理
哲
學
に
よ
っ
て
統
一
さ
る
、
も
の
で
あ
っ
た
。
劉
氏
が
個
性
の
記
録
を
爾
書
に
類

せ
す
春
秋
に
附
し
た
の
は
ま
つ
そ
れ
が
客
槻
的
事
實
に
基
く
知
識
の
記
録
で
あ
っ
て
歴
史
的
自

畳
に
立
脚
す
る
黙
に
よ
る
。
然
も
此
等
は
藤
秋
の
傳
で
は
な
い
。
然
ら
ば
何
が
赦
に
六
藝
外
に

幽
さ
や
り
し
か
。
要
れ
其
知
識
が
王
事
の
・
支
ビ
流
衛
た
る
が
故
に
正
し
き
も
の
こ
し
て
慣
値
づ

け
ら
る
、
に
あ
ら
ざ
る
ビ
ご
も
に
、
そ
れ
が
春
秋
の
傳
に
期
す
ご
も
倫
理
哲
學
に
よ
り
て
統
一
さ

る
、
が
爲
で
あ
る
。
こ
、
に
下
官
の
羅
μ
典
に
あ
ら
す
と
も
正
し
き
知
識
、
正
し
き
學
の
あ
る
譲
歩

が
あ
る
。
事
實
に
封
ず
る
劉
民
の
服
從
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
之
を
解
る
に
劉
氏
の
歴
史
槻

は
客
槻
的
事
實
に
基
き
歴
史
的
自
畳
に
立
脚
す
る
知
識
で
あ
っ
て
人
生
の
目
的
に
役
立
つ
も
の

で
あ
る
。
然
し
て
人
生
の
目
的
に
役
立
つ
ビ
．
否
ご
は
正
し
き
知
識
か
否
か
を
決
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　

つ
て
、
一
王
上
に
あ
り
政
道
其
軌
に
運
縛
す
る
際
は
學
は
官
府
に
統
一
さ
れ
る
の
が
彼
の
理
想
で

、
あ
っ
て
、
從
て
孔
子
の
六
引
導
定
以
後
あ
）
得
な
い
は
つ
の
こ
ご
で
あ
る
が
登
生
の
事
實
は
彼
の

理
想
を
服
す
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
〔
雛
」
冒
そ
れ
韓
に
鮒
蟻
功
野
州
s
、
し
べ
は
全
く
闘
係
な
斗
、
意
r
昧
で
取
扱
は
れ
ば
5
み
る
か
ら
で
あ
ろ
。

　
　
　
、
、
溝
讐
藝
交
恋
の
腿
裁
擬
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
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〔
識
二
〕

〔
識
三
〕

〔
註
四
）

囎
囲
組
撃
研
究
　
麓
孤
ハ
十
麟
…
號

撫
晒
盟
聯
　
山
ハ
噛
塾
略
の
序
Q

同
上
拳
秋
の
部
序
。
．

漢
志
六
藝
略
の
序
。

一
〇

四

　
劉
氏
の
有
す
る
理
想
は
彼
の
考
へ
る
孔
子
の
時
の
事
實
で
あ
つ
で
、
事
實
に
直
し
て
は
そ
れ
以

後
の
写
生
を
包
含
し
得
な
い
。
　
こ
の
彼
の
理
想
に
よ
れ
ば
歴
史
は
歴
史
的
唐
墨
に
立
脚
す
る
客

槻
的
事
實
に
基
く
知
識
で
あ
っ
て
宮
守
の
學
で
め
る
こ
い
ふ
こ
ご
、
な
る
。
彼
は
正
し
き
學
は

官
守
の
學
で
あ
る
ご
考
ふ
る
が
故
に
こ
の
根
祇
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
歴
史
的
自
畳
に
立
脚
す

る
客
槻
的
鱗
毛
に
基
く
知
識
が
歴
史
こ
い
ふ
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
で
彼
の
有
す
る
事
實

に
よ
れ
ば
歴
史
は
歴
史
的
自
畳
に
立
脚
す
る
客
槻
的
事
實
に
基
く
知
識
で
あ
っ
て
人
生
の
目
的

を
助
く
る
虞
に
儂
値
あ
る
も
の
ご
な
る
。
彼
が
考
ふ
る
孔
子
の
時
か
ら
彼
の
時
ま
で
の
距
離
は

正
し
き
學
は
専
守
の
學
也
ご
す
る
考
か
ら
、
人
生
の
目
的
を
助
く
る
償
値
あ
る
知
識
こ
い
ふ
考
に

ま
で
鍵
遷
せ
し
め
た
。

　
然
し
て
こ
の
養
遷
は
卓
筆
な
る
知
識
か
ら
眞
理
牲
を
奪
ひ
去
る
だ
ら
う
か
。
漢
書
羅
文
志
の
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歴
史
槻
の
研
究
の
意
義
の
有
無
も
亦
こ
、
か
ら
定
め
ら
れ
る
ご
思
．
ふ
。

　
私
は
現
今
唱
道
せ
ら
る
、
新
理
想
主
義
の
哲
學
で
い
ふ
歴
史
も
や
は
り
歴
史
的
自
畳
に
立
脚

す
る
客
槻
賭
事
實
に
濃
く
知
識
で
あ
る
ご
思
ふ
。
知
識
ご
は
何
か
。
　
こ
の
考
へ
方
が
異
る
の
み

で
あ
る
Q
否
歴
史
観
は
劉
氏
の
理
想
ピ
事
實
ε
そ
し
て
現
今
の
新
理
想
圭
義
の
哲
學
の
間
に
差

が
あ
る
の
み
で
は
な
い
。
時
代
に
よ
り
入
に
よ
り
異
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
之
は
眞
理
性

を
な
く
す
る
も
の
で
な
い
ご
思
ふ
。
あ
る
一
つ
の
立
場
を
限
定
す
る
ば
も
ご
よ
り
一
定
の
蓮
が

生
す
る
。
　
こ
の
愛
遷
こ
そ
歴
史
は
…
軍
な
る
知
識
で
は
な
い
，
人
生
の
要
求
の
一
表
現
で
あ
る
こ
ご

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
知
識
の
上
で
の
人
生
の
要
求
は
其
最
後
の
統
一
で
あ
る
。
然
し
て
良
我

の
経
験
を
容
れ
す
し
て
知
識
の
最
後
の
統
一
に
達
す
る
を
得
な
い
以
∫
、
歴
史
観
も
自
我
の
知
識

を
も
容
れ
て
そ
の
統
一
の
上
に
形
づ
く
ら
る
、
の
で
あ
る
。
實
際
最
も
具
膿
的
な
も
の
は
一
般

酌
な
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
特
殊
的
な
も
の
で
あ
る
、
入
格
的
な
も
の
で
あ
名
。
　
一
般
的
な
ら
ざ
る

が
故
に
興
理
性
な
し
ご
い
ふ
こ
ご
は
如
何
に
し
て
も
い
ひ
得
ぬ
こ
ご
で
あ
る
9
事
實
ご
矛
盾
す

る
室
漠
た
る
思
緋
に
ご
う
し
て
眞
理
性
を
認
め
得
や
う
。
そ
れ
は
事
實
を
超
越
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
事
實
に
執
す
る
猫
理
論
は
も
こ
よ
り
普
遍
妥
當
性
を
敏
く
も
の
で
あ

る
。
知
識
ε
は
何
か
。
こ
れ
だ
に
定
ま
ら
ば
歴
史
学
も
お
の
づ
ご
定
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
然
も
知

　
　
　
囁
、
溝
燃
藝
丈
悲
の
騰
撫
槻
　
　
　
　
」
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
＝
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鷺
學
鷹
朔
究
　
　
錦
山
ハ
曝
一
翻
隅
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

識
ご
は
何
か
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
人
文
の
創
…
造
約
自
我
表
現
の
過
程
を
語
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
歴
史

親
の
鍵
遷
は
「
文
化
あ
墾
蓬
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
過
去
に
理
想
を
お
く
劉
氏
の
理
想
か
ら
の
歴
毒
忌
ビ
彼
の
有
す
る
事
實
か
ら
の
歴
史
観
ご
の

距
離
は
そ
の
聞
の
交
化
の
獲
遷
を
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に
彼
は
逆
行
的
努
力
を
な
し
つ
、

あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
然
も
事
實
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
彼
の
狸
想
、

ひ
い
て
は
瀧
よ
り
綿
々
こ
し
て
絶
え
ざ
る
支
那
人
の
理
想
な
る
も
の
は
「
文
化
」
の
過
程
に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。
支
那
の
歴
史
を
講
ず
る
も
の
こ
、
に
立
脚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
術
劉
氏
の
理
想
ミ
い
っ
て
も
彼
の
考
ふ
ろ
孔
予
の
畦
の
審
實
ぐ
」
孔
子
の
噂
の
事
例
ミ
○
問
に
ば
差
異
が

　
あ
ろ
，
こ
の
ご
者
の
闘
の
差
異
た
明
か
に
し
そ
の
由
來
た
考
察
す
ろ
こ
ミ
に
重
要
だ
こ
書
で
あ
ろ
が
本
論

　
に
大
燈
存
説
～
、
に
止
め
ろ
。


